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1  L C C（ ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト ） の 概 念  

 

一般的に、ＬＣＣとは、建設時の初期コスト（橋梁の建設費用）、維持管理コスト（点検、補修、補強費用）、更新コスト（架け替え費用）の合計で表されるもので、道路を将来にわたり適

正に保全し使って行くために用いる考え方である。 

安全な道路を確保するため効果的で、かつ限られた予算の中で効率的に維持管理し道路を使っていくには、構造物の損傷・劣化を長期にわたり把握し、投入費用に対し効果の高い補修・補強

を実施し、ＬＣＣを 小とすることが重要である。 

松江大橋におけるＬＣＣおよび性能曲線の概念図について、道路管理上の考え方を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概  念  図 
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2  補 修 ・ 補 強 対 策 事 例  

現行道路橋示方書の基準を満足するように、耐震性等の安全を確保するために、松江大橋を補強する場合には、河川内及び航路周辺での施工となり、仮桟橋や作業構台、仮設航路の設定など

仮設備を初め、交通規制など大掛かりな対策が必要となると考えられる。松江大橋への適用が想定される一般的な補修・補強工事の事例写真を図 2.1 に示す。なお、松江大橋を存置した場合に

必要な補修、補強の工法は、現在から次回架け替えを行う時点までのトータルコストを考慮し、費用と効果等を踏まえて検討しなければならない。また、適用できる補強工事が現行道路橋示方

書の基準に対し、どの程度の補強が可能であるか、あるいは全てを網羅した対策を実施することが可能か、総合的に判断しなければならず、別途詳細に検討していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上部工 ①床版健全性確認、補強の必要性判定 

②主桁塗装塗替え・断面補修及び補剛 

③ゲルバーヒンジ連結化 

④支承取替え 

⑤落橋防止設置 

下部工 ⑥コンクリートひび割れ補修、 

コンクリート防食塗装 

⑦巻立て補強（梁および柱） 

対策工 

基礎工 ⑧増し杭補強などの対策 

⑤上部工：落橋防止設置 

⇒想定外の事象に対して落橋を防

止するための地震対策 

③上部工：ゲルバーヒンジ連結化 

⇒想定外の事象に対して、落橋を防止するた

めの地震対策 

①上部工：床版補修 

 ⇒車両大型化対策 

②上部工：塗装塗替 

⇒腐食、断面欠損等の老朽化対策 

④上部工：支承取替 

⇒腐食に対する機能回復、ゲルバーヒ

ンジ連結化に伴う荷重変化に対する

機能確保 

東鉄工業（株） HP より引用 

「上越新幹線信濃川橋りょう橋脚工事」 

シバタ工業（株） HP より引用 

「桁間連結工法」
（財）高速道路技術センター HP より引用

「第三京浜 川向高架橋」 

（株）巴コーポレーション HP より引用 

「大江戸大橋桁補強工事」

（社）JSP HP より引用 

「再塗装仕様」 

・現橋コンクリート床版鋼板接着  

（S54 頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・健全性確認 

・補強の必要性判定 

⑦下部工：巻立て補強 

⇒中規模および大規模地震に対する安全性

の確保（レベル１・２地震対応） 

⑧基礎工：基礎補強 

⇒中規模および大規模地震に対する安全

性の確保（レベル１・２地震対応） 

図 2.1 一般的な補修・補強対策の事例 

⑥下部工：コンクリートひび割れ補修、

コンクリート防食塗装 

⇒腐食、断面欠損等の老朽化対策 

NETIS HP より引用 

「PRD-ROSE 工法」 


